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１．作業員の負傷事故について

２．豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の運転状況について

３．ＰＣＢ廃棄物の７月の受入計画

豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業だより（Ｎｏ.６３）

　７月のＰＣＢ廃棄物の受入計画は、左表のとおりです。

６月２６日、豊田PCB廃棄物処理施設（豊田施設）内において、小型トランスの解体作業中に、作業員
が鉄心（トランス内の部品の一部 重量約150㎏）を倒そうとした際に鉄心が思わぬ方向に倒れ、鉄心と
作業台の間に右手の中指と薬指の先を挟まれ、負傷（挫滅創、骨折）する事故が発生しました。

発生後すぐに負傷者を病院に搬送して治療を行うとともに、トランス解体班全員で発生した原因や作業
手順に問題がなかったか等について検討しました。その上で改めて作業安全への注意喚起を行い、今
後の当該作業については鉄心を直立させた状態での作業を禁止し、必ずパレタイジング・クレーン及び
傾転機を使用して倒した状態から作業を行うよう徹底しました。

当施設では、日頃から「作業安
全」「環境安全」等安全に関する
様々な活動を展開しているにも
かかわらず、このような負傷事故
が発生したことは非常に残念なこ
とではありますが、今回の事故を
いろいろな面から検証し、改めて
安全に対する取り組みを継続し
てまいります。

豊田施設では、安定操業によりＰＣＢ廃棄物処理を継
続しており、６月の処理実績は下表のとおりです。

コンデンサ類は、少量保管事業者（保管台数が２０台未満の事
業者）を中心に、豊田市内から７３台、愛知県内から３６９台、静岡
県内から１０５台、岐阜県内から２台を受け入れる予定です。

大型・小型トランス類は、愛知県内から４台、岐阜県内から２３
台、車載型トランスは静岡県内から３台を受け入れる予定です。

また、ドラム缶に入っているＰＣＢ油（廃ＰＣＢ等）は、愛知県内か
ら４個を受け入れる予定です。

操業状況の紹介として、小型トランスが豊田施設の受
入保管エリアに受け入れられたところから受入検査室
に運ばれ、密閉容器から取り出されるまでの写真を掲
載しました。

今後も安全第一にＰＣＢ廃棄物の処理を進めてまいり
ます。
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４．豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会の開催について

５．安全に対する取り組み

　（１）リスクアセスメント講習

（２）産業医による健康講話

（３）普通救命講習
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豊田施設では社員教育の一環として、「安全」につながる
様々な講習等を実施しています。

社員が施設内外で起こりうる緊急時に対応できるよう、こ
れからも定期的に訓練を行ってまいります。

安全で確実なPCB処理を行うためには、設備を熟知し適切に運転するだけでなく、日常作業に潜むリス
クの把握とその対応、社員の健康管理等も非常に大切な要素です。

リスクアセスメント（以下「RA」という）とは、「職場に潜在
する危険性・有害性を特定し、見積評価（数値化等）して
除去、低減する措置を実施すること」です。当講習では①
RAの法的根拠、②RAの手順（特定、数値化等のポイン
ト）、等を学び、さらに事例をもとにRAの演習も行いまし
た

６月９日に豊田施設の産業医による健康講話(テーマ：熱
中症)を実施しました。

これまでの技術、経験と今回の講習を活かして、より安
全なＰＣＢ廃棄物の処理を推進してまいります。

社員は講話を聞き、①熱中症が発生しやすい環境（高温
多湿、炎天下での作業）と事例、②症状（重症度Ⅰ～Ⅲ度
の内容）、③救急措置と予防（涼しい場所での安静、水
分、塩分の補給）等について学びました。

最後に委員の方々からは「説明や施設視察を通じて安全
に対する教育がなされていると感じられたが、今までどおり
緊張感を持って安全に操業すること」等、貴重なご意見をい
ただきました。

当講習は、①救命措置（傷病者の反応確認、１１９番通
報、人工呼吸、心臓マッサージ等）の模擬訓練と実技テス
トによる成果確認、②救命措置を行いながらＡＥＤ（心臓救
命装置）を使用する訓練等を内容とするものです。

これから暑い季節になりますが、施設内外において十分
健康管理に努めてまいります。

６月１７日及び２４日に、豊田市消防署の消防士を講師
に招いて普通救命講習を実施しました。

はじめに豊田市から、当施設等への立入検査の結果として、①分析に使用する試薬等の管理状況、②
ＰＣＢオンラインモニタリングのうち測定不能を示した第３排気系統ラインへの対応状況、③初めてＰＣＢ廃
棄物の運搬を実施した収集運搬事業者からの受入状況、等を確認し、いずれも適切な対応がされている
と報告されました。

６月２日、豊田施設において平成２１年度第１回豊田市ＰＣＢ処理安全監視委員会（委員長：松田仁樹
名古屋大学大学院教授）が開催されました。

その後、委員の方々に当施設の前処理ライン(主に抜油・
解体設備、洗浄設備)を見ていただき、各設備の機能や安全
対策状況について確認していただきました。

６月４日及び５日に、社外から講師を招いてリスクアセス
メントに関する講習会を実施いたしました。

次に弊社から、①本年４月末までの東海４県におけるPCB
廃棄物処理状況、②上記の第３排気系統ラインのオンライン
モニタリングが測定不能となった原因とその対策、等につい
て説明いたしました。

監視委員による豊田施設の現場視察

健康講話

リスクアセスメント講習

普通救命講習（実技テストの様子）


